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こんにちは 松坂みち子 です

週
に
一
回
は
相
談
所
に
座
っ
て
い
ま
す
。

先
日
は
６
名
の
来
訪
者
が
あ
り
ま
し
た
。

相
談
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
近
く
に
住
ん

で
い
る
方
が
寄
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
賛

助
会
費
な
ど
を
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

訪
問
者
ど
お
し
が
「
久
し
ぶ
り
〜
」
と
い

う
こ
と
も
。

お
し
ゃ
べ
り
に
も
花
が
咲
き
ま
す
。

「
た
め
息
ば
か
り
出
る
毎
日
や
な
ぁ
」

「
そ
ん
な
ん
あ
か
ん
で
。
自
分
の
楽
し
み

見
つ
け
や
ん
と
」
「
一
日
一
回
は
、
大
声

で
笑
い
た
い
わ
ぁ
」
「
そ
れ
な

ら
、
こ
も
っ
て
た
ら
あ
か
ん
、

人
と
会
あ
わ
な
ぁ
」
「
そ
れ
か
、

コ
メ
デ
ィ
映
画
借
り
て
き
て
見

る
か
や
」

ま
た
「
今
は
若
い
人
よ
り
、

中
年
く
ら
い
の
人
の
ほ
う
が
社

会
や
政
治
に
関
心
薄
い
ん
と
ち
ゃ

う
か
な
ぁ
」
「
自
分
の
暮
ら
し

で
精
い
っ
ぱ
い
な
ん
か
な
ぁ
」

「
で
も
、
政
治
は
暮
ら
し
と
直

接
関
係
あ
る
の
に
な
ぁ
」
と
い
っ
た
ま
じ

め
な
話
も
。

『
相
談
所
』
と
い
う
名
前
で
す
が
、
気

楽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
な

る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
〝
井
戸
端
会

議
〞
な
ら
ぬ
、
〝
相

談
所
端
会
議
〞
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

みち子のひとりごと

相談所

☆時代遅れの原子力発電

原発の電気への変換効率は33％。

3分の2の排熱は温水として海に流さ

れている。

原発を進めれば進めるほど、地球

温暖化は進む。

☆放射線被ばく

国が作っている基準は、外部被ば

くの数値のみ。長期的に影響をうけ

る内部被ばくについては無視してい

る。

被ばくについて、安全・危険を分

ける値はない。

☆エネルギー

利用の効率化

電気を熱と

して使うのは

非効率。たと

えば、電気保温ポットが使う電気は

日本中で原発3基分。ガスで沸かし

て保温ポットに入れれば電気使用は

ゼロ。

☆自然エネルギーの推進

自然エネルギーにより電気の自給

率が100％をこえる自治体は全国で

57（2009年3月）。小水力、太陽

熱、風力、地熱発電など。

エネルギーも地産地消すれば、地

域経済の活性化にもつながる。

☆電力会社の独占をなくす

発電の自由化と、送電網の公有化。

小規模・分散型システムの展開を。

☆自然エネルギーは平和のエネルギー

石油をめぐる戦争はあっても、

太陽を争奪する戦争は

起こり得ない。

原発震災と私たちのこれからの生活
和歌山大学経済学部 中村大和氏 和歌山市母親大会



安い食料品が輸入されれば、消費者も助かるのでは？

TPP参加による「安い食料品」の実現は、一時的には消費者の〝メリット〟に

なるかもしれません。しかし、食料品の国際価格が急騰し、世界の食料不足が予

想されるもとで、「安い食料品」の輸入がいつまでも出来るとはかぎりません。

メキシコやフィリピンなどで、安い食料が手に入るとして輸入を自由化し、国内

生産を衰退させてしまったあと、国民は輸入価格の高騰で食料が買えなくなり、

暴動まで起きたのは記憶に新しいことです。このように、TPP参加は、目先の

「安さ」とひきかえに、国民・消費者の生存基盤を根本から脅かすことになりか

ねません。

「安い食料品」の輸入は、食の安全をも危険にさら

します。近年の冷凍ギョーザ事件、汚染米事件など、

食の安全を揺るがした事件の多くは、輸入食品にかか

わって起きています。ポストハーベストや食品添加物

なども、長期の輸送や保管が避けられない輸入食品の

宿命です。

これまでもアメリカ政府は、農薬や添加物などの基

準の見直し・緩和を日本に再三迫ってきており、TP

P参加となれば、消費者の安全・安心がさらに脅かさ

れることになるでしょう。

「農林水産業のGDP比1.5％のために98.5％が犠牲になる」という議論もあ

りますが、同じ割合でいえば、アメリカは1.1%、イギリス・ドイツは0.8％、E

U全体でも1.6％です。それでも先進諸国は農業をきわめて重視しています。GD

P比が小さいから切り捨ててもいいなどという議論は世界にはありません。

それは農林水産業の価値が生産物の販売価格だけでははかれないからです。

農林水産業から波及する関連産業や地域経済のGDP比は2割弱で輸出関連産業

と変わりません。また、国土や環境を守る大きな役割も果たしており、それらは

金額に換算すると90億円とも言われています。これらは、その機能が失われた場

合、社会がなんらの形で負担をせまられる金額です。

そのうえ、農林水産業は国民の命を支える食料を供給するものであり、食料は

自国でまかなうのが世界の常識です。

「1.5％」の農林水産業は、「98.5％」の他の産業の存続の

土台となり、国民の利益にも密接にかかわっています。見捨て

てもかまわないかのように言うのは、、国の安全保障まで脅か

すものです。

これならわかるＴＰＰその３

世界は食糧不足で価格上昇。輸入食品で安全がおびやかされる

すでにイチゴ以外は
ほとんど輸入品


